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独立行政法人製品評価技術基盤機構 

認定センター所長  

 

・IAJapan（独立行政法人製品評価技術基盤機構認定センター）は、IAF（国際認定フォーラム）及び APAC（アジア太平洋認定協
力機構）の MLA 及び MRA（相互承認取決め）に署名している認定機関です。 

・ この認定は当該事業者が認定された範囲において ISO/IEC 17065:2012 の要求事頂を満たしていることを証明するものです。 

・IAJapan ウェブサイトで公開している認定証が最新の認定情報です。 

 
 

20240704 評基認第 002 号 

2 0 2 5 年 3 月 14 日 

  認 定 証  

独立行政法人製品評価技術基盤機構認定センターは、以下の適合性

評価機関をASNITE認定プログラムの製品認証機関として認定する。 

認 定 識 別：ASNITE 0045 Product 

適合性評価機関の名称：一般財団法人ケケン試験認証センター 

認証事業部 

法 人 の 名 称：一般財団法人ケケン試験認証センター 

適合性評価機関の所在地：東京都文京区湯島二丁目 31 番 27 号 

湯島台ビル 2 階 

認 定 範 囲：2 ページ目以降のとおり 

認定要求事項：ISO/IEC 17065:2012 

認定スキーム文書（ASNITE-Product (Textile 
Exchange)）に記載した認定要求事項 

認 定 発 効 日：2025 年 3 月 19 日 

認定の有効期限：2029 年 3 月 18 日 

初回認定発効日：2021 年 3 月 19 日 
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＜適合性評価機関の所在地と実施する業務＞ 

事業所名 ：一般財団法人ケケン試験認証センター 認証事業部 

事業所所在地 ：東京都文京区湯島二丁目 31 番 27 号湯島台ビル 2 階 

実施する業務 ：認証業務全般 

 

＜認定範囲＞ 

製品認証スキーム：Accreditation and Certification Procedures for Textile Exchange 

Standards 及び関連文書 

認定分野：Textile Exchange 分野 

 

【Secondly Scope】 

認定発効日：2025 年 3月 19 日 

認定区分 プロセス 規格 特記事項 

Content Claim 

Standard (CCS) 

繊維製品 Textile Exchange - Content Claim 

Standard 3.1 (2022)  

（Organic Content Standard (OCS)、 

Recycled Claim Standard (RCS)、 

Responsible Down Standard （RDS）及び 

Responsible Animal Fiber （RAF） 

に関する内容に限る） 

日本に限る 

Global Recycled 

Standard (GRS) 

繊維製品 Textile Exchange - Global Recycled 

Standard 4.0 (GRS) (2017)  

（Primary Scope（材料再生利用者 

(material recyclers)）を除く） 

日本に限る 

 

【Primary Scope】 （2022 年 1 月 6 日追加） 

認定発効日：2025 年 3月 19 日 

認定区分 プロセス 規格 特記事項 

Recycled Claim 

Standard (RCS) 

繊維製品 Textile Exchange - Recycled Claim 

Standard 2.0 (RCS) (2017)  

（Primary Scope（材料再生利用者 

(material recyclers)）） 

日本に限る 

Global Recycled 

Standard (GRS) 

繊維製品 Textile Exchange - Global Recycled 

Standard 4.0 (GRS) (2017)  

（Primary Scope（材料再生利用者 

(material recyclers)）） 

日本に限る 

（以上） 


